
「写真提供 /一般社団法人千代田区観光協会」

千代田区社会福祉協議会とは住民の方々が主体となって行う地域福祉活動を支え、地域の皆さまと力を合わせて千代田区の福祉をすすめる団体です。

「震災イチョウ」 　関東大震災による火災を免れたイチョウです。大手濠緑地にあり、人々に希望を与え続けるシンボルとして災害の記憶とともに今も力強く生き続けています。
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地域の力で災害に強いまちづくりを
〜みんなでつくる安心安全なくらし〜

特集

・地域の力で災害に強いまちづくりを
　〜みんなでつくる安心安全なくらし〜	 P.2　

・社会福祉協議会からのお知らせ	 	P.4

あなたの撮影した
素敵な写真で、

広報誌「ちよだ社協」を
彩りませんか？

採用者にはささやかな謝礼も！
詳細はQRコードよりご確認ください。

社協
Instagram

社協
YouTube

社協
HP

今すぐできる備え
どのような防災対策を行えば良いか不安に感じている方も多いと思います。
そこで、今すぐにできる備えについて紹介します。ぜひチェックしてみてください。

□避難行動を家族みんなで確認しよう 日頃から避難場所・経路を確認し、家族の安否確認方法を決めておこう

□千代田区の一斉防災訓練に参加しよう まずは自身の身を守るために実践的な訓練をしてみよう

□自宅の安全対策について確認しよう 家具等の転倒・落下防止対策をとり、家具の向きや配置を工夫しよう

□防災グッズを確認しよう 防災食、衛生用品、生活用品等、必要なものを準備しよう

千代田区の防災に
関する詳細は
区公式HPより
ご確認ください。
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具体的な
取組みについて
　町会での防災意
識を高めるため、さ
まざまな催しを企
画しています。
　昨年10月には今
泉マユ子さんをお呼びし、防災食の試食会
を実施しました。また、その前の年には東京
消防庁のVR防災体験車による訓練を行い、
多くの人が参加しました。
　
今後について
　楽しみながら参加
できる行事にするこ
とで、多くの方が参加
し、結果的に地域の防
災力も上がると感じて
います。これからも家族で参加しやすい行
事を考えていきたいと思います。

特 集

備えを見直すきっかけに

ちよだ社協の取り組み

地域での取り組み

地域の力で災害に強いまちづくりを 〜みんなでつくる安心安全なくらし〜
　令和6年度能登半島地震により被害にあわれた皆さまへ心からお見舞い
を申し上げます。
　本会では、1日も早い被災地の復旧復興を願い、街頭募金を行った他、窓
口に募金箱を設置しています。

　近年、風水害・地震等の自然災害が頻繁に発生しており、いつどこで私たち
も遭遇するかわからない状況です。
　そこで、今後予想される南海トラフ地震や首都直下型地震への備えとして
千代田区内で行われている「協助※」の取り組みについて紹介します。
※本来は「共助」ですが、災害時において千代田区では「協助」と表現しています。

　町会や保育園で行われている取り組みを見ていきましょう。

❶東神田町会［町会］ ❷ほっぺるランド外神田［保育園］

ちよだ災害ボランティアセンター（以下災害VC）開設・運営訓練の実施
　2022年から千代田区在住、在勤者、在学生にも参加いただき、災害VCの役割・機能を学び、
体感いただくため、シミュレーション訓練を実施しています。

具体的な
取組みについて
　毎月、場面や時
間帯を変えて防
災訓練を行って
います。9月の訓
練では保護者も
参加し、子どもの引き渡しや災害用伝言ダ
イヤルの体験を行いました。また、昨年は
中庭で消火訓練も行いました。

今後について
　今後はさまざまな町
会行事に参加して地域
交流を深め、災害時に
助け合える関係づくりを
していきたいです。

東日本大震災の経験から、高層マンションでど
んな困りごとが起こるか想像することができ
た。実際に災害にあったとき「助けてほしい」と
言いづらいことを想像すると、ボランティア支
援の心強さがある一方で、助けて
ほしいことをどこまで伝えること
ができるだろうかと、依頼者役を
やってみて自問自答した。
� （区内在住者）

災害VC開設・運営訓練　参加者の声

窓口に募金箱を
設置しています。
詳細は
QRコードより
ご確認ください。

秋葉原駅での街頭募金の様子 有楽町駅での街頭募金の様子

消火訓練の様子

三木施設長

VR防災体験車の様子

防災食試食会の案内

※�秋葉原駅と有楽町駅で実施した街頭募金では2日間で182,827円集まりました。ご協力いただき
ありがとうございました。
※集まったお金は、義援金と支援金に分け、中央共同募金会へ全額寄付させていただきます。
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ちよだ社協の取り組み

地域の力で災害に強いまちづくりを 〜みんなでつくる安心安全なくらし〜

ちよだ災害ボランティアセンター（以下災害VC）開設・運営訓練の実施
　2022年から千代田区在住、在勤者、在学生にも参加いただき、災害VCの役割・機能を学び、
体感いただくため、シミュレーション訓練を実施しています。

CMN加入団体募集

災害VCを開設し、生活上の
困りごとを受付していることを、
ホームページやSNS、チラシ
の配布などで区民の皆さまや
支援活動を考えている方に情
報提供します。

広報

来所や電話で相談を受付ます。
また災害VCのスタッフが地
域に赴き、災害生活上の聴き
取りを行います。

情報収集
（困りごと受付）

3
困りごとに対応できるボラン
ティアの調整を行います。ボ
ランティアが自分のできる支援
活動にエントリーを行い、チー
ムを組んでの活動を行います。
活動前には、入念なオリエン
テーションを行い、不安なく活
動ができるように努めます。

マッチング

4 活動に必要な資機材の貸出や
活動場所への地理案内を行い、
ボランティアを送り出します。

2

1　

資機材の貸出・
送り出し

5 ボランティアは被災者と作業
内容を確認しながら活動しま
す。活動終了後は、センター
へ戻って活動の報告をします。

活動開始

　ちよだ災害モデルネットワーク（通称：CMN）は、企業やNPO、町会、ボランティア
グループ、大学などが加入しており、平時から災害時に備え、「いのち」と「くらし」を
守る支援活動のため、区内の団体が日頃からの「顔の見える関係」を目指して活動し
ているネットワークです。
　年に３回、定例会と災害学習会を行い、災害支援に関する情報交換や、災害時に
具体的にどのような行動を起こせばよい
かを示した「行動指針」を作成しています。
　加入いただいた団体には、定例会や災
害学習会のご案内をお送りしています。

東日本大震災の経験から、高層マンションでど
んな困りごとが起こるか想像することができ
た。実際に災害にあったとき「助けてほしい」と
言いづらいことを想像すると、ボランティア支
援の心強さがある一方で、助けて
ほしいことをどこまで伝えること
ができるだろうかと、依頼者役を
やってみて自問自答した。
� （区内在住者）

想定できる困りごとに対
し、具体的な支援方法を
提案できるように、日頃
から顔の見える関係をつ
くっていきたい。
（区内在住者）

支援活動の心構えや
災害VCの役割を体感
できたので訓練に参加
して良かった。
（区内在住者）

災害VC開設・運営訓練　参加者の声

災害ボランティアの依頼から支援までの流れ

※訓練のため、資機材はイラストで対応しています。

※あくまで活動のイメージです。

問合せ
�ちよだボランティアセンター
��� �� �03（6265）6522
��FAX�03（3265）1902
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寄付者（令和5年12月～令和6年2月） 
あたたかいご寄付ありがとうございます。（敬称略）

　広報誌「ちよだ社協」は、「より多くの区民の方に社協事業
を知っていただくきっかけ」になればという想いから、年4
回発行されています。
　皆さまに広く知っていただき、興味を持っていただけるよ
う、表紙写真を募集することといたしました。
詳細は下記までお問い合わせください。

 

広
報
誌

 「
ち
よ
だ
社
協
」の

 

表
紙
募
集
中
！ 千代田区社会福祉協議会

総務係 TEL : 03-3265-1901問合せ

私たち「ちよだ社協」は
みんなが参加し支え合う
まちづくりを目指し、
共に考え、
参加して下さる
社協会員を
募集しています。

ち
よ
だ
社
協

会
員
募
集
中
！

寄付日 氏名・所属団体名 金　額

 2023年
12月  5日 ダイセーホールディングス㈱ 30,000 円
12月26日 寺本製菓材料㈱ 33,725 円

2024年

1月12日 ＡＧＣ労働組合 74,000 円
1月25日 コニカミノルタ労働組合 23,703 円
2月15日 東京紀尾井町ロータリークラブ 150,000 円
2月20日 ブルームバーグＬ．Ｐ． 273,000 円
2月26日 富国生命保険相互会社 378,253 円

寄付日 氏名・所属団体名 物　品

 2023年
12月 11日 モルガン・スタンレー・ホールディングス㈱ 株主優待物
12月 20日 三菱UFJモルガン・スタンレー証券㈱ 株主優待物

 2024年 2月 16日 CTCひなり㈱／CTCテクノロジー㈱ 自走式車いす1台

金品寄付者

物品寄付者

社会福祉協議会からのお知らせ

 千代田区社会福祉協議会

代 表
TEL : 03-3265-1901  FAX : 03-3265-1902
E-mail : info@chiyoda-cosw.jp
〒102-0074 千代田区九段南1-6-10 かがやきプラザ４階

アキバ
分室

TEL: 03-6285-2860 FAX : 03-6285-2861
E-mail: akiba@chiyoda-cosw.jp
〒101-0021 千代田区外神田1-1-13 万世橋出張所・区民館６階

お問合せ

カレンダー寄付
寄付日 氏名・所属団体名

 2023年
12月 4日 東日本高速道路㈱

12月 14日
㈱スパイスワークス
㈱クラレ
三菱ケミカルグル－プ㈱

12月 15日

三井物産リアルティ・
マネジメント㈱
ライト工業㈱　
㈱岩崎清七商店
大和ハウス
プロパティマネジメント㈱
アミタホールディングス㈱

寄付日 氏名・所属団体名

12月 15日 ㈱ジャイロアーキテクツ
㈱ライトワークス

12月 16日 ㈱テルナイト

12月 21日 ㈱アセッツブレイン
㈱コスモテック

12月 22日 mipox㈱

12月 25日
三菱地所投資顧問㈱
三菱地所レジデンス㈱
㈱エヌコム

 2024年
1月 5日 三菱地所コミュニティ㈱

赤い羽根共同募金・歳末地域たすけあい募金への
ご協力ありがとうございました
　歳末地域たすけあい募金は、共同募金運動の一環として、新たな年を迎える時
期に、支援を必要としている人々が安心して暮らすことができるよう実施している
募金です。みなさまの温かいお気持ちは、要援護世帯、障がいのある方やひとり親
家庭へのお見舞品としてお届けしました。また、地域たすけあい活動費として、翌
年度の千代田区内の地域福祉活動に活用させていただきます。

 この度は年の瀬が迫る中、
　　 過大なるご配慮頂き
　　 誠にありがとうございます。
　　 大切に使わせて頂きます。

 クリスマスプレゼントとして、
　　 嬉しく受取りました。
　　 お心遣いに感謝申し上げます。

歳末地域たすけあい募金 募金総額　5,178,731 円

赤い羽根共同募金 募金総額 募金総額　972,953 円

お見舞品として 3,853,720円

内
　
訳

支援を必要とする
方々へ

487,436円
（12世帯）

障がいのある方へ 2,776,857円
（1060人）

ひとり親（母子・父子）
のご家庭へ

589,427円
（225世帯）

令和5年度地域たすけ
あい活動費として 808,011円

諸経費として
（印刷経費、郵送料など） 517,000円

内 訳
長寿会等地域支援事業 808,011円

　見舞品を受け取った
　皆様からの
　「ありがとう」を
　　　　紹介します

一部をご紹介

毎年頂いてありがとうござ

います。

何に使うか考えるのが楽し

みです。

今年も無事 1年を過ごす

事が出来たのが、なによ

りです。

GIFT
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